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令和７年度⼟地改良経済効果研究会（第１回） 
 
⽇ 時：令和７年７⽉ 24 ⽇（⽊）13：00〜15：00 
場 所：局第５会議室（南別館７階）及び Web 会議 ハイブリッド開催 
 
 

次 第 
 
 
１ 開 会 
 
 
２ 今回の相談事項と今後のスケジュールについて 
 
 
３ 議 事 
＜検討事項＞ 
（１）⾷料安全保障の確保に関する効果の検討について 

ア 国産農産物安定供給効果の算定⼿法の⾒直し及び⽣産基盤維持効果（仮称）の新設に
ついて（前年度の検討結果等） 

イ 国産農産物安定供給効果及び⽣産基盤維持効果の原単位（熱量当たり効果額）の更新
（CVM アンケート案の検討）について 

ウ 耕作放棄発⽣⾯積の推計⼿法の⾒直しについて 
 
＜その他報告事項＞ 
（２）環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴に関する効果について 

ア 環境負荷低減効果（仮称） 
 
（３）その他の効果項⽬について 

ア 飼料費節減効果（仮称） 
イ ⽔利施設の単純更新時の⼿法簡素化について 
ウ ⼤規模地震対策の効果（算定⼿法の⾒直し、発⽣確率の⾒直し） 

 
 
４ 閉会 
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令和７年度⼟地改良経済効果研究会（第１回） 
 
⽇ 時：令和７年７⽉ 24 ⽇（⽊）13：00〜15：00 
場 所：局第５会議室（南別館７階）及び Web 会議 ハイブリッド開催 
 
 

資 料 ⼀ 覧 
 
 

 資料−１  今回の相談事項と今後のスケジュールについて 

 

 参考−１  国産農産物安定供給効果の⾒直し及び⽣産基盤維持効果（仮称）の新設

について 

 資料−２  国産農産物安定供給効果及び⽣産基盤維持効果の原単位（熱量当たり効

果額）の更新（CVM アンケート案の検討）について 

 資料−３  耕作放棄発⽣⾯積の推計⼿法の⾒直しについて 

 
 

 報告事項１  環境負荷低減効果（仮称）の試算結果等について 

 

 報告事項２  飼料費節減効果（仮称）の試算結果等について 

 

 報告事項 3  単純更新時の⼿法簡素化の検討⽅針について 

 

 報告事項 4  ⼤規模地震対策の効果算定マニュアルの⾒直し⽅針について 
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令和７年度⼟地改良経済効果研究会 
 

委 員 等 名 簿 
 
 
 
（委   員） 

北村 浩⼆ 関⻄国際⼤学 経営学部 経営学科 教授 
⽊下 幸雄 東京都市⼤学 環境学部 環境経営システム学科 教授 
中嶋 晋作 明治⼤学 農学部 ⾷料環境政策学科 准教授 
⻄脇 淳⼦ 東京農⼯⼤学 ⼤学院農学研究院 准教授 
松下 京平 滋賀⼤学 経済学部 教授 
松⽥ 裕⼦ 三重⼤学 地域イノベーション学研究科 教授 

※五⼗⾳順、敬称略 
 
 
（事 務 局）農林⽔産省 

野村 良太 農村振興局 整備部 ⼟地改良企画課 課⻑ 
髙橋 佳久 農村振興局 整備部 ⼟地改良企画課 事業効果班 課⻑補佐 
⼤沼 全 農村振興局 整備部 ⼟地改良企画課 事業効果班 事業効果調査係⻑ 
⼤⾕ 道廣 農村振興局 整備部 ⼟地改良企画課 事業効果班 事業効果指導係⻑ 

 
中⻄ 滋樹 農村振興局 整備部 設計課 計画調整室 室⻑ 
増⽥ 和哉 農村振興局 整備部 設計課 計画調整室 広域計画班 課⻑補佐 
服部 庸平 農村振興局 整備部 設計課 計画調整室 広域計画班 経済係⻑ 


